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群山

弁天山

飯高山中腹あたり

夏号

人
権
よ
も
や
ま
話

人権擁護委員

東窪正一郎

弁
天
山
と
群
山
・
飯
高
山

（
海
か
ら
山
が
で
き
る
？
）

「
人
権
擁
護
委
員
」て
な
に
？

　
前
回
は
市
内
の
巨
石
で
し
た
が
、
今
回
は

山
に
つ
い
て
で
す
。

　
弁
天
山
の
主
な
岩
石
は
、
今
か
ら
２
億
年

も
の
昔
、
太
平
洋
に
住
ん
で
い
た
ケ
イ
酸
質

の
硬
い
殻
を
持
つ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
が
い

が
海
底
に
積
も
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
海

底
の
岩
盤(

プ
レ
ー
ト)

の
移
動
に
よ
り
現
在

地
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
間
、地
下
で
強
い
圧
力
が
か
か
り
、そ

の
構
成
鉱
物（
ほ
と
ん
ど
は
石
英
）が
一
定
方

向
に
並
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
、
石
英
片
岩

と
い
う
変
成
岩
で
す
。

　
一
方
、群
山
や
飯
高
山
は
泥
、砂
や
小
さ
な

小
石
が
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石（
泥
岩
、砂
岩

や
れ
き
岩
）か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
と
似
た
岩
石
は
熊
本
市
の
神
薗
山
や

小
山
山
の
方
に
続
い
て
い
て
、
小
山
山
か
ら

は
海
に
住
ん
で
い
た
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
と
い
う

二
枚
貝
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
付
近
は
今
か
ら
お
よ
そ
７
千
万
年
前
は
海

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
弁
天
山
と
群
山

は
、
海
に
積
も
っ
た
生
物
の
死
が
い
や
土
砂

か
ら
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
海
か
ら
山
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
あ
の
世
界
最

高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
も
頂
上
に
は
数
百
メ
ー

ト
ル
に
達
す
る
石
灰
岩
の
層
が
あ
り
、
か
つ

て
は
海
底
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
　
２
億
年
〜
７
千
万
年
前
と
い
え
ば
、
地
球

上
で
は
恐
竜
が
栄
え
て
い
た
時
期
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
家
族
で
古
い
台
地
を
踏
み
し

め
な
が
ら
弁
天
山
や
飯
高
山
に
登
り
、
恐
竜

た
ち
の
い
た
時
代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

山
頂
か
ら
一
面
に
広
が
る
新
し
い
住
宅
地
や

農
村
風
景
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
合
志
市
に
は
人
権
擁
護
委
員
が
９
人

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？
民
生

児
童
委
員
と
か
、
保
護
司
と
か
は
よ
く

知
ら
れ
た
存
在
で
す
が
、
認
知
度
は
そ

の
人
数
に
も
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
民
生
児
童
委
員
は
合
志
市

に
86
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
委
員
法
第
十

一
条
に
よ
り
ま
す
と
、
人
権
啓
発
、
人

権
相
談
、
人
権
救
済
等
を
行
な
う
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
啓
発
活
動
は
、
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
・

啓
発
グ
ッ
ズ
等
の
配
布
や
介
護
施
設
等

訪
問
、
企
業
や
地
域
の
公
民
館
等
で
行

な
う
出
前
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
本

年
１
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
合
志
市

男
女
共
同
参
画
気
づ
き
う
な
づ
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
わ
た
し
た
ち
男
女

共
同
参
画
社
会
推
進
部
会
の
寸
劇
「
暮

ら
し
の
中
の
人
権
」
を
上
演
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
出
前
講
座

で
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
寸
劇
は
、
公

民
館
な
ど
で
の
上
演
を
想
定
し
た
シ
ナ

リ
オ
で
、
文
化
会
館
の
よ
う
な
大
舞
台

で
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
マ
イ

ク
の
調
整
も
最
高
で
気
持
ち
良
く
演
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
、
い

つ
も
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
て
心
配
事
や

悩
み
事
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
特

に
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
者
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
の
支
え
に

な
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
受
け
た
相

談
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
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環境通信
環境衛生課(合志庁舎）☎248－1202
問い合わせ先

ダンボールコンポストフォローアップ講座

「くまもと・きれいな川と海づくりデー」河川美化活動

収集された資源物はどうなるの？

断熱材（グラスウール） 舗装ブロック

　ダンボールコンポストモニターを対象にしたフォ

ローアップ講座を次のとおり実施します。

　この講座は、実際にダンボールコンポストに取り

組んで疑問に思った点、不安なことを相談できる良

い機会です。当日はご自宅のコンポストの中身を少

須屋市民センター　2階研修室午前10時～
7月24日（金）

泉ヶ丘市民センター　2階研修室Ａ午後2時～

場　　所日　　時

量（お茶わん1杯分ほど）持ってきていただくと、水

分の状態などの診断も行ないます。

　また、まだダンボールコンポストを始めていない人

も参加できます。

　「くまもと・きれいな川と海づくりデー」は有明海

などの海の環境悪化が社会問題となったことをきっ

かけとして始まった活動で、県内各地で河川や海岸

の清掃活動などが行なわれます。

　市でも例年河川の美化活動を行ない、昨年は約

300人の参加がありました。今

年度も次のとおり美化活動を

行ないます。皆さんのご協力

をよろしくお願いします。

●と　き　７月25日（土）
午前７時～10時ごろ（雨天中止）

●清掃場所
上生川（中尾橋付近）　※午前７時～

塩浸川（城戸内橋～江良橋付近）　※午前８時30分～

●集合場所
上生川……沖田橋付近

塩浸川……ＪＡ上庄倉庫前・栄体育館

※作業用の軍手などは各自でご持参ください。

　現在、本市では10種類の資源物分別を市民の皆さ

んにお願いしています。さて、皆さんに分別していた

だいた資源物は、収集後どうなっているのでしょう？

　今回から数回に分けてご紹介していきます。まず

は資源物A（びん類・缶類）についてご説明します。

　ごみステーションに出されたびん類・缶類は本市

の委託業者によって大津町の環境美化センターに運

ばれます。その後、環境美化センターでびん・アルミ

缶・スチール缶に分けられ、それぞれのリサイクル先

へ出荷されます。アルミは再びアルミ缶などに使わ

れるアルミ原料に、スチールは鉄筋等の原料として

リサイクルされます。びんはさらにビールびんなど

の生きびん（粉砕せずにそのまま再利用できるびん）

とガラス原料とに分別され、生きびんはそのまま再

利用され、ガラス原料は断熱材や道路の舗装ブロッ

クの原料としてリサイクルされます。

○びんと缶は同じ袋で出せます。

○割れたびんは埋め立てごみで分別してください。

○スプレー缶は中身を使い切って穴を空けてから

出しましょう。

○びん・缶の中は軽くすすいでから出してください。

○びんの金属製ふたは埋め立てごみです。

※線虫消毒薬・毒薬・塗料・オイルなどの缶は市の収

集には出せません。購入店や専門の業者などに引

き取ってもらいましょう。

資源物Aの注意点

い
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